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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第85期

第２四半期
連結累計期間

第86期
第２四半期
連結累計期間

第85期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 13,245,070 14,598,839 27,608,893

経常利益 (千円) 592,660 675,304 1,217,003

四半期(当期)純利益 (千円) 346,432 371,920 684,811

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 313,686 460,281 716,459

純資産額 (千円) 14,093,939 14,826,724 14,441,140

総資産額 (千円) 27,483,008 30,532,059 30,037,299

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 13.37 14.35 26.42

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.1 43.6 43.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △54,538 1,274,113 1,033,009

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △642,098 △561,907 △1,202,790

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 154,320 △363,204 167,548

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,695,515 5,480,757 5,096,946

　

回次
第85期

第２四半期
連結会計期間

第86期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.67 8.60

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析
当第２四半期連結累計期間におけるグローバル経済は、米国経済回復の足取りは重く、欧州債務問題は長
期化し、更にはアジア諸国経済の減速傾向も現れ依然として不透明な状況で推移しました。
わが国の経済につきましては、復興需要による景況感の改善が見られたものの低迷する海外市況、円高傾
向の定着、新興諸国との競合激化等により厳しい状況におかれました。
このような経済情勢の下、当社グループでは国内外におきまして業容の拡大を図るために新たな製造会
社を連結子会社に加え、生産効率の向上と販路の開拓にも努めてまいりました。
その結果、当社グループの第２四半期の連結業績は、売上高は14,598百万円（前年同期比10.2％増）、営
業利益は646百万円（前年同期比14.7％増）、経常利益は675百万円（前年同期比13.9％増）となり、四半期
純利益は371百万円（前年同期比7.4％増）となりました。
　
セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。
　
・機械部門
海外向け自動車製造設備及び製靴関連の大型設備物件の受注があり、また設備の製造効率改善も推進し
ました。
当部門の売上高は、1,102百万円（前年同期比7.6％増）、営業損失は12百万円（前年同期の営業損失は84
百万円）となりました。
　
・化成品部門
中国における自動車の堅調な需要増加、及び国内での復興需要やエコカー補助金の政策支援を得て好調
な自動車生産による売上高の増加に加え、建築関連資材の販売も順調に推移しました。
当部門の売上高は、3,245百万円（前年同期比25.0％増）、営業利益は443百万円（前年同期比58.2％増）
となりました。
　
・化学品部門
前年同期比において設備物件の受注は減少しましたが、製造業の操業レベルの回復により一般工業用ケ
ミカルの需要増加に特殊塗料の販売が加わりました。
当部門の売上高は、2,458百万円（前年同期比1.4％増）、営業利益は４百万円（前年同期の営業損失は29
百万円）となりました。
　
・産業用素材部門
中国及び国内市場における自動車用防音材の販売は堅調に推移したものの、家電用防音材については欧
州での販売低迷に加え製造コストの上昇や現地メーカーとの競合等の影響を受けました。
当部門の売上高は、5,132百万円（前年同期比18.1％増）、営業利益は159百万円（前年同期比51.7％減）
となりました。
　
・化工品部門
産業用及びカーケア関連ケミカルの販売は堅調に推移しましたが、薄型テレビを主体とするデジタル家
電製品の販売低迷によりファインケミカルの販売は減少しました。
当部門の売上高は、1,487百万円（前年同期比5.5％減）、営業利益は11百万円（前年同期比53.6％減）と
なりました。
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・その他部門
日中間貿易は堅調に推移したものの、円高の影響によりロシア向けケミカル品の貿易は減少しました。
当部門の売上高は、1,172百万円（前年同期比8.4％減）、営業利益は40百万円（前年同期比2.8％減）と
なりました。

　

（２）財政状態の分析
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ494百万円増加し、30,532百万円とな
りました。主な要因は、PARKER-PCP AUTO COMPONENTS PVT. LTD.の新規連結等に伴う有形固定資産の増加
（221百万円）及びたな卸資産の増加（336百万円）によるものです。
負債は前連結会計年度末と比べ109百万円増加し、15,705百万円となりました。主な要因は、たな卸資産の
購入による支払手形及び買掛金の増加（284百万円）によるものです。
純資産は前連結会計年度末と比べ385百万円増加し、14,826百万円となりました。主な要因は、利益剰余金
の増加（301百万円）及び少数株主持分の増加（108百万円）によるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度
末に比べ、383百万円の増加の5,480百万円となりました。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益664百万円（前年同期は582百万円）、
減価償却費377百万円（前年同期は326百万円）、売上債権の増減額によるキャッシュ・フローの増加494百
万円（前年同期は508百万円の減少）、仕入債務の増減額によるキャッシュ・フローの増加215百万円（前
年同期は121百万円の増加）、法人税等の支払額162百万円（前年同期は267百万円）等により、1,274百万円
の収入（前年同期は54百万円の支出）となりました。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資活動によるキャッシュ・フローは、短期貸付金の実行、自動車用金型等の有形固定資産の取得による
支出等により、561百万円の支出（前年同期は642百万円の支出）となりました。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額によるキャッシュ・フローの減少227百万
円（前年同期は309百万円の収入）、配当金の支払51百万円（前年同期は64百万円）等により、363百万円の
支出（前年同期は154百万円の収入）となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題
当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及
び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動
当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は312百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,801,45226,801,452
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は、
1,000株であります。

計 26,801,45226,801,452― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ― 26,801 ― 2,201,205 ― 2,210,605
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本パーカライジング株式会社 東京都中央区日本橋１丁目15―１ 6,058 22.6

ビービーエイチ　フォー　フイデ
リテイ　ロー　プライスド　スト
ツク　フアンド(プリンシパル　
オール　セクター　サブポートフ
オリオ）（常任代理人　株式会
社三菱東京UFJ銀行）

82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS
02109360582
(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

2,400 9.0

ユニベスト株式会社 東京都中央区銀座４丁目13―15 1,476 5.5

株式会社日本パーカーライジン
グ広島工場

広島県広島市南区出島１丁目34―26 877 3.3

里　見　菊　雄 東京都大田区久が原 670 2.5

公益財団法人里見奨学会 東京都中央区日本橋１丁目15―１ 646 2.4

浜　田　　　信 神奈川県鎌倉市佐助 562 2.1

旭東セラミック株式会社 愛知県尾張旭市東栄町4丁目８―1　 548 2.0

納　塚　康　子 京都府相楽郡精華町桜が丘 502 1.9

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口） 

東京都中央区晴海１丁目８―11 444 1.7

計 ― 14,184 52.9

(注) １．上記のほか当社所有の自己株式883千株（3.3％）があります。

２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 444千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

883,000
― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,727,000
25,727 ─

単元未満株式
普通株式

191,452
― ─

発行済株式総数 26,801,452 ― ―

総株主の議決権 ― 25,727 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ4,000株

(議決権4個)及び622株含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式388株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社パーカー
コーポレーション

東京都中央区日本橋人形町
二丁目22番１号

883,000 ─ 883,000 3.30

計 　 883,000 ─ 883,000 3.30

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,120,584 5,506,131

受取手形及び売掛金 8,684,017 8,297,607

商品及び製品 2,008,950 2,205,646

仕掛品 36,163 117,709

原材料及び貯蔵品 532,667 590,441

繰延税金資産 177,622 179,944

その他 703,461 832,101

貸倒引当金 △13,534 △15,060

流動資産合計 17,249,934 17,714,522

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,704,005 5,786,410

減価償却累計額 △3,012,044 △3,132,296

建物及び構築物（純額） 2,691,960 2,654,114

機械装置及び運搬具 3,230,454 3,474,062

減価償却累計額 △2,301,958 △2,411,528

機械装置及び運搬具（純額） 928,495 1,062,534

土地 4,301,716 4,305,848

リース資産 375,025 476,210

減価償却累計額 △128,662 △184,704

リース資産（純額） 246,363 291,506

建設仮勘定 103,378 138,759

その他 2,671,033 2,786,712

減価償却累計額 △2,311,156 △2,386,455

その他（純額） 359,877 400,257

有形固定資産合計 8,631,792 8,853,020

無形固定資産

リース資産 27,958 19,723

その他 33,486 114,000

無形固定資産合計 61,444 133,723

投資その他の資産

投資有価証券 3,439,198 3,309,020

長期貸付金 238,000 68,517

繰延税金資産 2,619 3,001

その他 606,131 641,893

貸倒引当金 △191,822 △191,639

投資その他の資産合計 4,094,127 3,830,793

固定資産合計 12,787,365 12,817,537

資産合計 30,037,299 30,532,059
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,191,949 5,476,227

短期借入金 4,531,899 4,319,534

1年内返済予定の長期借入金 － 1,300,000

リース債務 136,444 168,541

未払法人税等 195,118 248,913

賞与引当金 329,272 362,301

繰延税金負債 1,209 46

その他 1,123,638 1,091,869

流動負債合計 11,509,532 12,967,432

固定負債

長期借入金 2,480,000 1,180,000

リース債務 150,992 157,813

繰延税金負債 206,994 172,761

退職給付引当金 971,846 971,890

役員退職慰労引当金 197,311 184,204

負ののれん 25,774 17,985

資産除去債務 13,201 13,400

その他 40,505 39,846

固定負債合計 4,086,625 2,737,902

負債合計 15,596,158 15,705,334

純資産の部

株主資本

資本金 2,201,205 2,201,205

資本剰余金 2,277,399 2,277,399

利益剰余金 8,433,680 8,735,595

自己株式 △201,393 △201,501

株主資本合計 12,710,891 13,012,698

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,018,090 938,434

繰延ヘッジ損益 18,598 △319

為替換算調整勘定 △706,390 △633,025

その他の包括利益累計額合計 330,297 305,089

少数株主持分 1,399,951 1,508,936

純資産合計 14,441,140 14,826,724

負債純資産合計 30,037,299 30,532,059
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 13,245,070 14,598,839

売上原価 9,682,114 10,891,681

売上総利益 3,562,955 3,707,157

販売費及び一般管理費 ※1
 2,998,816

※1
 3,060,241

営業利益 564,139 646,915

営業外収益

受取利息 11,499 12,214

受取配当金 15,345 17,685

負ののれん償却額 8,018 8,018

持分法による投資利益 58,465 47,436

デリバティブ評価益 21,660 19,442

その他 30,585 37,582

営業外収益合計 145,574 142,380

営業外費用

支払利息 30,620 36,387

為替差損 58,280 53,463

その他 28,151 24,141

営業外費用合計 117,053 113,992

経常利益 592,660 675,304

特別利益

固定資産売却益 2,567 5,481

特別利益合計 2,567 5,481

特別損失

固定資産除却損 11,155 323

投資有価証券評価損 － 13,974

会員権評価損 1,472 1,753

特別損失合計 12,627 16,050

税金等調整前四半期純利益 582,599 664,734

法人税、住民税及び事業税 171,268 214,800

法人税等調整額 1,491 8,366

法人税等合計 172,760 223,166

少数株主損益調整前四半期純利益 409,839 441,568

少数株主利益 63,407 69,647

四半期純利益 346,432 371,920
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 409,839 441,568

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △43,620 △69,615

繰延ヘッジ損益 △11,541 △19,435

為替換算調整勘定 △24,279 119,399

持分法適用会社に対する持分相当額 △16,712 △11,635

その他の包括利益合計 △96,153 18,713

四半期包括利益 313,686 460,281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 278,992 359,965

少数株主に係る四半期包括利益 34,694 100,315
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 582,599 664,734

減価償却費 326,546 377,002

投資有価証券評価損益（△は益） － 13,974

負ののれん償却額 △8,018 △8,018

デリバティブ評価損益（△は益） △21,660 △19,442

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,327 32,962

退職給付引当金の増減額（△は減少） 24,827 △136

受取利息及び受取配当金 △26,844 △29,900

支払利息 30,620 36,387

持分法による投資損益（△は益） △58,465 △47,436

有形固定資産除却損 11,155 323

有形固定資産売却損益（△は益） △2,567 △5,481

売上債権の増減額（△は増加） △508,588 494,825

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,586 △288,052

仕入債務の増減額（△は減少） 121,530 215,181

その他 △263,348 8,569

小計 216,046 1,445,492

利息及び配当金の受取額 27,580 27,838

利息の支払額 △31,115 △36,574

法人税等の支払額 △267,050 △162,643

営業活動によるキャッシュ・フロー △54,538 1,274,113

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △5,942 △1,279

有形固定資産の取得による支出 △335,147 △255,501

有形固定資産の売却による収入 10,024 15,763

投資有価証券の取得による支出 △61,284 △16,851

貸付けによる支出 △160,000 △235,700

貸付金の回収による収入 500 82

その他 △90,247 △68,420

投資活動によるキャッシュ・フロー △642,098 △561,907

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 309,796 △227,375

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △38,852 △81,469

長期借入金の返済による支出 △50,000 －

配当金の支払額 △64,798 △51,837

その他 △1,825 △2,522

財務活動によるキャッシュ・フロー 154,320 △363,204

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,226 29,956

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △548,543 378,957

現金及び現金同等物の期首残高 5,238,221 5,096,946

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 5,836 4,854

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,695,515

※1
 5,480,757
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１　連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、重要性が増したため、子会社であるインドのPARKER-PCP AUTO COMPONENTS

PVT. LTD.を連結の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は

軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　偶発債務

子会社の輸入通関納付猶予に対して、次のとおり債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

　
当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

PARKER INTERNATIONAL CORP.
(THAILAND)LTD.

85,168千円　
PARKER INTERNATIONAL CORP.
(THAILAND)LTD.

99,691千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

保管・運送費 476,687千円 521,766千円

給与手当・賞与金 755,532〃 790,309〃

賞与引当金繰入額 299,502〃 334,596〃

退職給付費用 61,004〃 57,723〃

役員退職慰労引当金繰入額 8,357〃 9,388〃

試験研究費 292,628〃 312,187〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 4,703,574千円 5,506,131千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △8,058〃 △25,373〃

現金及び現金同等物 4,695,515千円 5,480,757千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 64,798 2.5平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月８日
取締役会

普通株式 51,837 2.0平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 51,837 2.0平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月６日
取締役会

普通株式 64,795 2.5平成24年９月30日 平成24年12月５日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
その他

(注) １
合計 調整額

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)２
機械部門

化成品

部門

化学品

部門

産業用

素材部門

化工品

部門
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,024,2872,596,5652,425,1974,344,0021,574,76711,964,8201,280,24913,245,070― 13,245,070

セグメント間の

内部売上高又は振替高

 

1,18875,68538,29727,310 144 142,62649,333191,959△191,959 ―

計 1,025,4752,672,2502,463,4944,371,3131,574,91212,107,4461,329,58313,437,030△191,95913,245,070

セグメント利益又は

損失（△）
△84,576280,039△29,237330,91725,127522,27141,868564,139 ― 564,139

　(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油関連商品・不動産賃貸・介護

機器を含んでおります。

  ２ 報告セグメントの利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差額は、「その他」の区分の利益でありま

す。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
その他

(注) １
合計 調整額

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)２
機械部門

化成品

部門

化学品

部門

産業用

素材部門

化工品

部門
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,102,4673,245,2362,458,6785,132,2781,487,64113,426,3021,172,53614,598,839― 14,598,839

セグメント間の

内部売上高又は振替高

 

― 47,46419,807 ― 60 67,33255,846123,178△123,178 ―

計 1,102,4673,292,7012,478,4855,132,2781,487,70113,493,6341,228,38314,722,017△123,17814,598,839

セグメント利益又は

損失（△）
△12,997443,0994,672159,76811,656606,19840,717646,915 ― 646,915

　(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油関連商品・不動産賃貸・介護

機器を含んでおります。

  ２ 報告セグメントの利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差額は、「その他」の区分の利益でありま

す。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13円37銭 14円35銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 346,432 371,920

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 346,432 371,920

普通株式の期中平均株式数(株) 25,919,036 25,918,288

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

２ 【その他】

第86期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当について、平成24年11月６日開催の取

締役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

① 配当金の総額 64,795千円

② １株当たりの金額 ２円50銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月９日

株式会社パーカーコーポレーション

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    森    幹    夫    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐    野    康    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社パーカーコーポレーションの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期
連結会計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１
日から平成24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パーカーコーポレーション及び連結
子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績
及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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